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立命館大学広報課    

国際平和ミュージアムは、2018 年度春季特別展として、「ヤズディの祈り －林典子写真展－」を

下記の日程で開催いたします。 

独自の宗教、信仰を持つ少数民族ヤズディは、イラク、イラン、トルコ、シリア周辺に分散して暮ら

していましたが、2014 年、イラク西部の山岳地帯がダーシュ（イスラム過激派組織 IS）の襲撃を受け、

約 5,000 人が殺害、約 6,000 人の女性が性奴隷とされる惨劇にみまわれました。 

フォトジャーナリストの林典子氏が、故郷を追われてイラクやドイツなどへ逃れたヤズディへの取材

を重ね、写真集にまとめた『ヤズディの祈り』は、世界で反響を呼び、高い評価を受けています。本

展では、その後の調査取材の記録などとともに、望郷の思いをかかえ未来へ生きる一人ひとりの姿

を、静かなまなざしでとらえた写真作品の数々を展示します。 

なお、本展は KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭 2018(4/14(土)～5/13(日)の期間、京都市内

15 会場にて行われる国内外の重要作家が参加する国際的な写真祭。第 6 回テーマ「ＵＰ」）関連

プログラムです。 

記 

 

会 期 ： 2018 年 4 月 14 日（土）～7 月 16 日（月・祝） 

休 館 日 ： 月曜日 ※7 月 16 日は開館 

開館時間 ： 9：30～16：30（入館は 16：00 まで） 

         ※毎週金曜日は Friday Night Museum を実施。 

特別展のみ 19：00 まで開館（入館は 18：30 まで） 

会 場 ： 立命館大学国際平和ミュージアム 1 階 中野記念ホール 

参 観 料 ： 大人 400 円（350 円）、中・高生 300 円（250 円）、小学生 200 円（150 円） 

※（ ）内は 20 名以上の団体料金です。 

※常設展もあわせてご覧いただけます。 

※KYOTOGRAPHIE 共通パスポート提示で当写真展のみ 1 回に限り無料です。 

ただし、常設展をご覧いただく場合には観覧料が必要です。 

※5 月 18 日～20 日は国際博物館の日のため無料公開します。 

主 催 ： 立命館大学国際平和ミュージアム 

協 力 ： 赤々舎、松本工房、KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭 

後 援 ： 京都府、京都市、京都府教育委員会、京都市教育委員会、 

京都市内博物館施設連絡協議会、KBS 京都、朝日新聞社、京都新聞、 

毎日新聞京都支局、読売新聞社 

助 成 ： 公益財団法人 花王芸術・科学財団 

そ の 他 ： 関連企画を実施します（詳細は別紙参照）             

以上 
 

●取材・内容についてのお問い合わせ先               

立命館大学国際平和ミュージアム 担当：田鍬、安井、安木 

TEL.075-465-8151  

http://www.ritsumei.ac.jp/mng/er/wp-museum/index.html 

KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭 2018 アソシエイテッド・プログラム 

立命館大学国際平和ミュージアム 2018 年度春季特別展 

「ヤズディの祈り －林典子写真展－」開催 

 



別紙 

 

【関連企画】 

オープニングイベント「林典子トーク」 

日 時 ：2018 年 4 月 14 日（土） 13:00～15:00 

会 場 ：立命館大学国際平和ミュージアム 1 階ロビー 

対 談 ：林典子氏（フォトジャーナリスト）、 

竹中悠美（立命館大学大学院先端総合学術研究科教授） 

    

 

●林典子氏 プロフィール 

フォトジャーナリスト。国際政治学、紛争・平和構築学を専攻していたアメリカでの大学時代に西

アフリカのガンビア共和国を訪れ、地元新聞社「The Point」紙で写真を撮り始める。以後，国内外で

の取材によって、ニュースにならない人々の物語を伝える。 

 IS により襲撃される悲劇にみまわれた少数民族ヤズディの日常によりそい、独自の視点で写しと

った写真集『ヤズディの祈り』（赤々舎）では、石橋湛山記念早稲田ジャーナリズム大賞（第 17 回）、

山本美香記念国際ジャーナリスト賞（第 4 回）を受賞。フォトエージェンシー「Panos Pictures」（ロン

ドン／イギリス）所属。 

 主な受賞として、World Press Photo 世界報道写真財団「The Joop Swart Masterclass」 選出

（2015）、NPPA（全米報道写真家協会）Best of Photojournalism Contemporary Issues Story（現代

社会の問題部門）1 位，三木淳賞（2014）、フランス世界報道写真祭 Visa pour L’image（ ビザ・プ

ール・リマージュ）報道写真特集部門 Visa d’Or 金賞（2013）、DAYS 国際フォトジャーナリズム大

賞 1 位（2012）など。 

 出版物に写真集『ヤズディの祈り』（赤々舎 2016 年）、写真集『キルギスの誘拐結婚』（日経ナショ

ナルジオグラフィック社 2014 年）、『フォト・ドキュメンタリー 人間の尊厳─いま、この世界の片隅で』

（岩波新書 2014 年）がある。 

 

 

 

 


